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2 0 2 3 - 2 4 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 世 界 に 希 望 を 生 み 出 そ う 」  

2 0 2 3 - 2 4 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー で 楽 し も う 」  

 

週  報  第 ２ ７ ４ ８  

２ ０ ２ ４ 年 ６ 月 ２ １ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事        テーマ：委員会活動報告 

担  当：会長幹事        

次 回 例 会         テーマ：年次総括発表 

担  当：会長幹事 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ４ ７ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 

司 会  佐 久 間 勇 治  
 
「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 富 士 山 」  斉 唱  
「 四 つ の テ ス ト 」  唱 和  

 

会 長 挨 拶    会 長  君 塚 欣 哉  

 
紫 陽 花 も 色 鮮 や か に 咲 く 季 節 と な り ま

し た 。 皆 さ ん い か が お 過 ご し で し ょ う か 。  
紫 陽 花 の 花 は 土 が ア ル カ リ 性 だ と 赤 み が
強 く な り 、 酸 性 で す と 、 青 み が 強 く な る よ
う で す 。 日 本 は 火 山 が 多 い こ と か ら 、 火 山
灰 土 壌 で 、 雨 も 酸 性 成 分 が 多 い こ と か
ら 、 土 の 中 の ア ル カ リ 成 分 を 流 す た め に
青 み の 花 が 多 く み ら れ る よ う で す 。 ブ ロ ッ
ク 塀 や コ ン ク リ ー ト の 近 く に 咲 く 紫 陽 花 は
石 灰 分 が 流 れ 出 る の で ピ ン ク 色 の 花 が 咲
き や す く な る よ う で す 。  
 と こ ろ で 、 最 近 カ ス ハ ラ と い う 言 葉 を ニ
ュ ー ス 等 で 耳 に し ま す 。 カ ス タ マ ー ハ ラ ス

メ ン ト 「 顧 客 が 企 業 に 対 し て 理 不 尽 な ク レ
ー ム や 言 動 を す る こ と 」 と さ れ 、 厚 生 労 働
省 で は カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 対 策 企 業 マ
ニ ュ ア ル な る も の を 作 成 し て い る よ う で
す 。 「 お 客 様 は 神 様 で す 」 は 、 歌 手 の 三
波 春 夫 さ ん が 発 し た 言 葉 で す が 、 氏 は
「 歌 う 時 に 私 は 、 あ た か も 神 前 に 祈 る よ う
に 雑 念 を 払 っ て 澄 み 切 っ た 心 に な る 」 「 演
者 と し て 、 お 客 様 を 神 様 と 捉 え て 喜 ば せ
る こ と が 絶 対 条 件 な の で す 」 と 答 え て い ま
す 。 お 客 様 は 聴 衆 で あ り 、 カ ス タ マ ー や ク
ラ イ ア ン ト を 指 し て い る の で は な い の で
す 。 神 様 な ら 神 様 ら し い 態 度 を と り ま し ょ
う 。 貧 乏 神 や 疫 病 神 の 態 度 で は な く 神 様
は 、 偉 い の で は な く 皆 に 慕 わ れ 、 敬 わ れ
る 存 在 で は な い で し ょ う か 。 あ る 統 計 に よ
り ま す と 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 起 こ す
年 代 は 、 ６ ０ 代 、 ５ ０ 代 、 ７ ０ 代 の 順 に 多
く 、 そ の ８ 割 は 男 性 が 占 め て い る と の こ と
で す 。 ま さ に 私 世 代 が 一 番 カ ス タ マ ー ハ
ラ ス メ ン ト を 起 こ し や す い 世 代 な の で 、 十
分 注 意 し て 行 動 す る こ と を 心 掛 け た い と
思 い ま す 。  
 

お 客 様 は 神 様 だ ろ う と い わ れ た 時 の 秀
逸 な 反 論 が ツ イ ッ タ ー に あ り ま し た 。 お 客
様 は 神 様 だ ろ ！ と い わ れ た ら 「 他 の 神 様
の ご 迷 惑 に な り ま す の で 、 お 引 き 取 り 下 さ
い 」 と 返 答 し た と の 事 。 大 体 こ れ で 収 ま り
ま す 。 ロ ー タ リ ー の メ ン バ ー に 限 っ て こ の
よ う な こ と は な い か と 思 い ま す が 如 何 で し
ょ う か 。 以 上 挨 拶 と い た し ま す 。  
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幹 事 報 告       幹 事  稲 山 雅 治  

 
【 理 事 会 報 告 】  
・ 第 4 3 回 福 祉 振 興 基 金 ﾁ ｬ ﾘ ﾃ ｨ ｺ ﾞ ﾙ ﾌ 大
会 ｶ ｯ ﾌ ﾟ 代 協 賛 に つ い て 承 認 。 八 千 代 市
社 会 福 祉 協 議 会 で 実 施 さ れ 、 佐 々 木 会
員 が 大 会 会 長 と な っ て い ま す 。  
・ ｵ ﾘ ﾝ ﾋ ﾟ ｯ ｸ の ﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ ﾋ ﾞ ｭ ｰ ｲ ﾝ ｸ ﾞ 用 う ち
わ 作 成 に つ い て 承 認 。 3 0 0 枚 作 製 し 、
1 0 0 枚 は 角 田 選 手 が ﾊ ﾟ ﾘ に 持 参 。 2 0 0 枚
を ﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ ﾋ ﾞ ｭ ｰ ｲ ﾝ ｸ ﾞ 会 場 で 配 布 す る 予
定 で す 。 安 楽 選 手 分 も 作 成 し ま す 。  
・ ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾀ ｰ 用 Ｐ Ｃ 購 入 に つ い て 承 認 。  
・ 国 旗 掲 揚 用 三 脚 購 入 に つ い て 承 認 。  
・ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ 購 入 に つ い て 継 続 審 議
と な り ま し た 。 詳 細 の 検 討 を 進 め ま す 。  
 
・ 市 原 Ｒ Ｃ ６ ０ 周 年 記 念 式 典 に 会 長 幹 事 、
田 村 会 員 の ３ 名 で 参 加 し ま し た 。 ７ 年 前
か ら 例 会 を 月 に ２ 回 に 変 更 、 委 員 会 活 動
は 夜 間 に 変 更 と い う 方 向 性 で 活 動 し て い
る そ う で す 。 若 い 世 代 に ｼ ﾌ ﾄ ﾁ ｪ ﾝ ｼ ﾞ し て
1 0 年 前 の 4 0 名 程 か ら 8 0 名 ま で 会 員 数
を 増 強 し た そ う で す 。 一 方 で 白 鳥 会 員 は
9 0 歳 で あ り な が ら 、 約 3 0 分 の 講 演 を さ
れ 、 ﾍ ﾞ ﾃ ﾗ ﾝ の 力 を 発 揮 さ れ て い ま し た 。  
 

例 会 行 事  委 員 会 活 動 報 告  
 

幹 事  稲 山 雅 治  
 

本 年 度 の 活 動 報 告 を お 願 い 致 し ま す 。  
 
会 場 監 督  Ｓ Ａ Ａ    正 Ｓ Ａ Ａ  江 口 茂 勇  
 

委 員 の 皆 さ ま の 協 力
の 下 、 例 会 場 変 更 を 含
め 、 問 題 な く 進 行 す る
事 が 出 来 ま し た 。 失 敗
し た 事 を 今 後 に 生 か せ
る 様 に 、 次 年 度 に 引 継
ぎ た い と 思 い ま す 。  

 

出 席 委 員 会       委 員 長  花 島 文 成  
 
 出 席 率 9 0 ％ 以 上 を
目 標 と し ま し た が 、 平
均 8 5 ％ 程 と な り ま し
た 。 次 年 度 以 降 に お
手 伝 い 出 来 る 事 が あ
れ ば 協 力 し た い と 思
い ま す 。  
 
 
プ ロ グ ラ ム 委 員 会   委 員 長  佐 久 間 勇 治  
 

杉 山 会 員 か ら 今 年
度 は ３ 人 で 頑 張 り ま し
ょ う と お 声 が け 頂 き 、
心 強 く 感 じ ま し た 。 会
長 ﾃ ｰ ﾏ の 下 、 年 間 計
画 表 に 基 づ き 各 委 員
会 に 卓 話 を 依 頼 し ま
し た 。 会 員 や 、 外 部
卓 話 は 大 変 勉 強 に な
り ま し た 。 皆 さ ま の ご
協 力 あ り が と う ご ざ い
ま し た 。  

本 年 度 か ら ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾀ ｰ を 使 用 し ま し
た が 操 作 が う ま く い か な か っ た り 、 ｽ ﾑ ｰ ｽ ﾞ
な 司 会 進 行 が 出 来 な か っ た 事 が 反 省 点 と
な り ま す 。 １ 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
親 睦 活 動 委 員 会      委 員 長  山 浦 恭 宏  
 
 会 長 ﾃ ｰ ﾏ に 基 づ き
活 動 致 し ま し た 。  
７ / 2 8  直 前 会 長 幹 事
慰 労 会  
1 0 / 1 3  月 見 の 会 新
入 会 員 歓 迎 会  
1 2 / 1 5  ｸ ﾘ ｽ ﾏ ｽ 家 族
会  
１ / ５  新 年 会  
４ / 2  親 睦 ｺ ﾞ ﾙ ﾌ ｺ ﾝ ﾍ ﾟ  
５ / 1 6 - 1 7  親 睦 旅 行 ( 山 形 県 天 童 市 )  

 
継 続 活 動 と し て は 、 会 員 及 び 令 夫 人 誕

生 日 、 結 婚 記 念 日 に 記 念 品 贈 呈 。 ﾆ ｺ ﾆ
ｺ ・ 友 愛 ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ へ の 協 力 要 請 。 ﾆ ｺ ﾆ ｺ 友
愛 に 関 し て も 皆 さ ま の ご 協 力 を 頂 き ま し
た 。 本 日 の 理 事 会 で 、 親 睦 旅 行 と ｺ ﾞ ﾙ ﾌ ｺ
ﾝ ﾍ ﾟ の 決 算 報 告 を し 、 基 本 的 な 事 業 は 完
了 と な り ま し た 。 親 睦 委 員 会 ﾒ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ の 献
身 的 な 協 力 と 、 会 員 の 皆 さ ま の ご 参 加 、
協 力 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
１ 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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会 員 増 強 委 員 会    委 員 長  中 島 貞 好  
 
 当 初 、 目 標 を 何 人 に
す る か を 橋 本 会 員 と
相 談 し ま し た 。 ２ 名 の
入 会 予 定 が あ り ま し た
が 、 先 方 の ご 事 情 も あ
り 延 期 と な っ て お り 、
次 年 度 の 入 会 予 定 に
な っ て お り ま す 。  
１ 年 間 あ り が と う ご ざ
い ま し た 。  
 
公 共 ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ 委 員 会 統 括 委 員 長  遠 藤 章 雄  
 

年 度 後 半 に は 、 ﾛ
ｰ ﾀ ﾘ ｰ の 友 と ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾅ
ｰ 月 信 を 、 八 千 代 市
役 所 市 長 室 、 産 業 活
力 、 消 防 署 、 八 千 代
市 内 に あ る 銀 行 窓 口
に 配 布 し て 閲 覧 を 依
頼 し ま し た 。 中 で も
反 応 が 良 か っ た の
が 、 消 防 署 本 部 の 署
長 様 で 、 も っ と 早 く こ
う い う 活 動 を 知 り た か っ た と お っ し ゃ っ て
い ま し た 。 次 年 度 も 是 非 続 け て 各 職 場 の
方 々 に 配 布 の 活 動 を し て 頂 き た い と 思 い
ま す 。  
 
ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 広 報 委 員 会   委 員 長  飯 田 明 彦  
 
 初 め て の 試 み と し
て 、 ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ に 会
員 の 皆 さ ま の 名 簿 を 掲
載 し ま し た 。 担 当 卓 話
は ２ 回 で 、 １ 回 は わ た
く し が 担 当 し ま し た 。
週 報 は 内 容 の 確 認 を
行 い ま す が 、 菊 川 副 委
員 長 が き め 細 か く ﾁ ｪ ｯ
ｸ し て 下 さ い ま し た 。 次
年 度 は そ の 菊 川 会 員
が 委 員 長 と な り ま す の で 、 引 き 続 き 皆 さ ま
是 非 読 ん で 頂 き た い と 思 い ま す 。  
 
ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ 財 団 委 員 会   委 員 長  古 川  洋  
 

決 し て 強 要 せ ず 進 ん で 協 力 し て 頂 け る
雰 囲 気 づ く り に 専 念 し ま す と い う 方 針 で し
た 。 結 果 と し て 全 体 で 目 標 し て い た 金 額
を は る か に 上 回 る 金 額 の ご 寄 付 を 頂 き ま
し た 。 担 当 卓 話 で は 1 1 / 1 1 に は ｳ ｲ ｼ ｭ ﾄ

ﾝ ﾎ ﾃ ﾙ で 佐 野 副 委 員
長 に 「 富 士 山 登 頂 で
の よ も や ま 話 」 ５ / 2 4
に 葉 山 会 員 に 「 守 備
範 囲 - 町 医 者 の 話 」 の
卓 話 を し て 頂 き ま し
た 。 皆 さ ま の ご 協 力 、
大 変 あ り が と う ご ざ い
ま し た 。  
 
奉 仕 ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄ 委 員 会  

統 括 委 員 長  宮 田 愼 吾  
 
今 年 度 会 長 は 炉 辺

会 談 を 多 く 開 催 す る
事 に さ れ ま し た 。 年 度
最 初 の 炉 辺 会 談 は 、
対 象 者 全 員 に 参 加 頂
き 、 活 発 な 活 動 を お
願 い し 本 日 に 至 り ま し
た 。 各 奉 仕 委 員 会 の
皆 さ ま は １ 年 間 活 発 な
活 動 を し て 頂 け た と 思
っ て お り ま す 。 あ り が
と う ご ざ い ま し た  

 
職 業 奉 仕 委 員 会    委 員 長  齊 藤 昌 宏  

 
職 場 訪 問 と し て 宮

野 会 員 の 事 業 所 、 株
式 会 社 ア サ ヒ を 訪 問
し ま し た 。 医 療 電 子
機 器 を 扱 っ て お ら
れ 、 医 療 関 係 に は 必
須 な 物 で は な い で し
ょ う か 。 そ の 後 は 伊
藤 会 員 の 、 C A M P か
ぐ や で ﾊ ﾞ ｰ ﾍ ﾞ ｷ ｭ ｰ を
開 催 し ま し た 。 会 社 や 家 族 で お と ず れ る
の に も と て も 良 い 場 所 だ と 感 じ ま し た 。  

担 当 卓 話 で は 、 わ た し が 東 北 の 旅 に つ
い て 写 真 な ど を ご 覧 頂 き な が ら 、 お 話 を
致 し ま し た 。  
 
社 会 奉 仕 委 員 会  

委 員 長  日 下 部 良 夫  
 
基 本 方 針 に 基 づ き 、
活 動 し ま し た 。  
① ９ / 2 2 ： 八 千 代 市
社 会 福 祉 協 議 会 よ り
子 供 食 堂 へ の 寄 付 の
使 い よ う 等 に つ い て
説 明 し て 頂 き ま し た 。
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( 新 井 課 長 ・ 吉 本 さ く ら 様 、 鈴 木 亜 矢 子
様 )  
 
② 1 0 / 1 7 ： 八 千 代 市 社 会 福 祉 協 議 会 主
催 の ﾁ ｬ ﾘ ﾃ ｨ ｺ ﾝ ﾍ ﾟ を 中 山 C C に て 開 催 。
多 数 の 方 の 参 加 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
③ 1 2 / ３ ： 八 千 代 市 ﾆ ｭ ｰ ﾘ ﾊ ﾞ ｰ ﾛ ｰ ﾄ ﾞ ﾚ ｰ ｽ
の 参 加 者 へ み か ん を 配 布 し ま し た 。 君 塚
会 長 は じ め 多 数 の 皆 様 に 寒 い 中 参 加 頂
き ま し た 。  
 
④ １ / 1 7 ： 八 千 代 市 福 祉 協 議 会 に 橋 本 委
員 が 理 事 で 出 向 し て お り 、 災 害 ボ ラ ン テ ィ
ア ・ 被 災 者 支 援 セ ン タ ー に て マ ニ ュ ア ル
に 沿 っ た 訓 練 等 を 実 施 し て ま い り ま し た 。  
 
⑤ ４ / 1 9 ： 担 当 卓 で は 2 7 9 0 地 区 社 会 奉
仕 委 員 会 委 員 長 の 中 村 吉 政 様 に 地 区 の
活 動 を 詳 細 に 卓 話 し て 頂 き ま し た 。  
以 上 、 社 会 奉 仕 委 員 会 の 活 動 報 告 で す 。
皆 様 の ご 協 力 に 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 
国 際 奉 仕 委 員 会   委 員 長  佐 々 木 俊 一  

 
① 1 1 / 1 7 （ 金 ） パ ッ
ソ ・ ノ ヴ ィ ー タ に て
国 際 奉 仕 委 員 会 三
井 会 員 に よ る 卓 話 。
テ ー マ 「 国 際 的 エ
ネ ル ギ ー の 話 、 他 」  
ガ ス 関 連 企 業 経 営
の 見 地 か ら エ ネ ル
ギ ー の 話 し を 頂 き 、
ま た 数 字 の 羅 列 か
ら の 面 白 い 視 点 や
画 像 ス ラ イ ド を 利 用 し 【 過 去 の 栄 光 】 の お
披 露 目 も 頂 き ま し た 。  
 
② ４ / 1 2 （ 金 ） パ ッ ソ ・ ノ ヴ ィ ー タ に て 国 際
奉 仕 委 員 会 佐 々 木 会 員 に よ る 卓 話 。 テ ー
マ 「 出 版 し て み て 分 か っ た こ と 」  
《 人 づ く り の 鬼 》 と し て の 仕 事 へ の 取 組 み
や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 考 え 方 、 未 来 有 る

若 者 た ち へ の 【 種 ま き 】 の 思 い な ど を 話 し
ま し た 。 ち な み に 印 税 は 未 だ に 入 金 さ れ
て い ま せ ん 。  
 
③ ５ / 2 6 か ら 2 9 日 に 開 催 さ れ る 国 際 ロ
ー タ リ ー 年 次 大 会 【 シ ン ガ ポ ー ル 大 会 】 へ
の 参 加 を 募 る 。 結 果 、 杉 会 員 と 田 村 会 員
が 参 加 さ れ ま し た 。  
 
④ 海 外 で の 災 害 支 援 活 動 の 一 環 と し て
「 台 湾 東 部 沖 地 震 」 に 対 し て 托 鉢 を 行 い
2 0 2 4 . 4 . 1 9 に 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ と
し て 第 2 7 9 0 地 区 に 委 員 会 事 業 費 か ら の
拠 出 と 合 わ せ 1 0 0 , 0 0 0 円 の 支 援 金 を 送
り ま し た 。  
 
〔 活 動 計 画 〕 に あ る  
・ ロ ー タ リ ー 世 界 大 会 へ の 参 加 を 積 極 的
に 推 進 す る 。  
・ 海 外 で の 災 害 発 生 時 に は 、 積 極 的 に 支
援 活 動 を 行 う 。   
に 関 し て は そ れ な り の 成 果 を 残 せ た が  
・ 八 千 代 市 の 国 際 姉 妹 都 市 で あ る タ イ ラ
ー 市 （ 米 国 ） 、 友 好 都 市 で あ る バ ン コ ク
（ タ イ ） と の 交 流 事 業 に 協 力 を す る 。  
・ ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 国 際 奉 仕 活 動 の 研
究 を 行 う 。  
 の 部 分 は 実 施 が 叶 い ま せ ん で し た 。  

 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 1 4 , 0 0 0 -  
 
☆ 委 員 会 活 動 報 告 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
君 塚 ・ 菊 川 ・ 江 口 ・ 鈴 木 ・ 上 代 ・ 伊 藤 ・ 杉  
遠 藤 ・ 花 島 ・ 中 村 ・ 佐 久 間 ・ 稲 山  
☆ 先 週 休 み ま し た 。  日 下 部  
 
～ 友 愛 B O X ～        ￥ 2 3 , 0 0 0 -  

 
☆ 活 動 報 告 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
朝 戸 ・ 中 島 貞 好 ・ 池 田 ・ 江 頭 ・ 山 浦 ・ 寺 沢  
☆ 1 0 日 次 年 度 打 合 せ に 参 加 頂 い た 皆 さ
ま 忙 し い 中 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 安 宅  
☆ 暑 い で す ね 。 も う す ぐ 真 夏 で す 。 古 川  
☆ 先 週 欠 席 し ま し た 。 宮 野 ・ 納 富

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ６ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ５ ７ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

６ / 1 4  ５ ４  ４ ９  ４ １  8 3 . 6 7  

■クラブ広報委員会  委員 長 : 飯田 明彦  副委員長 :菊川秀明  
■ 出 席 委 員 長  花 島 文 成 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 月 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


